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今日はだんごさしです。みん
なで色とりどりのお団子を楽し
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会場アンケートより一部掲載意見交換後の処理結果の一例

参加者
の声

多くの人が参加して、いろ
いろ意見を出して市または町
内を良くする事を考えてほし
いと思う。（鶴城地区会場）

市民の意見を議会の政策づくり・
調査研究に生かします！

令和５年11月13日から19日まで、市内15会場において市民との意見交換会を開催しました。
15会場で延べ147名にご参加いただき、様々なご意見を伺うことができました。
いただいたご意見をもとに、政策課題を見つけ、課題解決に向けて予算決算委員会各分科会にお

いて調査研究に取り組んでまいります。
次回は、令和６年５月の開催を予定しております。ぜひ、皆様のご意見をお寄せください。

第28回市民との意見交換会地区別開催状況
開催日 地区名 参加人数 今回設定した地区別意見交換テーマ 意 見 交 換 さ れ た 主 な 内 容

11月13日
一箕 15人 一箕地区のまちづくりについて 扇町土地区画整理、高齢者の健康づくり、道路

整備

大戸 16人 地域づくり
～地域づくりビジョンに基づく活動～

地域のまちづくり活動、道路の維持管理、地域
公共交通

11月14日

北会津 5人 地域の支え合いについて 三本松地区宅地整備事業、スクールバス
河東 11人 河東地区のまちづくりについて 職員の不祥事、保育所の民営化
行仁 5人 行仁地区のまちづくりについて 公共交通の充実、子どもの遊び場
東山 11人 地域づくり～人と地域をつなぐ会の活動～ 自然災害対策、地域のまちづくり活動

11月15日

城北 10人 城北地区のまちづくりについて コミュニティバス、県立病院跡地利活用
日新 8人 地域の支え合いについて 空き家対策、地域防災、道路補修

門田 12人 子ども・子育て支援について
～地域を担う子どもへの支援～ こどもクラブ待機児童、地域防災

湊 13人 湊地区の簡易水道について 簡易水道の整備、高校生への通学支援、猪苗代
湖の環境保全

11月16日
城西 12人 地域の支え合いについて つながりづくりポイント事業、公園の利活用

町北・高野 6人 人口減少、少子化による地域課題について 学校施設修繕、義務教育学校
神指 5人 神指地区のまちづくりについて ごみの減量、学校施設修繕、空き家対策

11月17日 鶴城 9人 鶴城地区のまちづくりについて まちの景観整備、県立病院跡地利活用
11月19日 謹教 9人 謹教地区のまちづくりについて 除排雪、中心市街地の活性化、高齢者の居場所

第28回 市民との意見交換会

多くの意見が出て良
かったと思う。時間が
足りないくらいだ。
（門田地区会場）

毎回少人数と聞いていたので、時間
を作って参加したが、有意義だった。
（町北・高野地区会場）

出された意見
の実現をぜひお
願いしたい。
（東山地区会場）

もっと若い方
が参加しやすい
時間を考えて欲
しい。
（一箕地区会場）
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市道の草刈りは、市から補助金
をもらい集落で行っている。将来
集落でできなくなった時はどうな
るのか。� （大戸地区会場）

【事後処理結果】
建設部道路課に確認したとこ
ろ、「将来への不安のことですが、
道路通行に支障がある場合等、必
要に応じて、市が草刈りを実施し
ます。」との回答を得ました。
※　集落で市道の草刈りを行うこ
とが困難な時は担当課へご相談
ください。



市議会ホームページ

～意見交換会報告書の閲覧～
　市議会ホームページ、議会事務局、
各地区公民館、コミュニティセンター
等において各地区の意見交換会報告書
を閲覧することができますので、ぜひ
ご覧ください。

城北コミュニティセンターでの意見交換会の様子

まちづくりの課題についての意見を一部紹介します

あいづわかまつ広報議会　 6．2．13
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金川町・田園町の地域コミュニティバ
スは運行から９周年となる。継続運行す
るためには、ガソリン代や人件費の値上
がりなどで運営が厳し
いので見守っていてほ
しい。（城北地区会場）

公共交通
（住民コミュニティバス） 行仁小学校北東の道路に面した緑地は、高齢化と担い

手不足のため、町内で管理ができない。外観も良くない
ので市に管理をお願いしたい。また、子
どもの遊べる場所が少ないので公園やあ
ずまやがほしい。（行仁地区会場）

公園・緑地

謹教地区には複数の高校などがあり、高校生もたくさ
ん通ってきているが、勉強できる場所など、居場所が少
ない。また、高齢者も寄るところが
限られているので、そのような居場
所をつくってほしい。（謹教地区会場）

高校生、高齢者の居場所づくり

ごみの有料化についてのアンケートが
市からあったが、有料にしたら山に捨て
るだけではないか。市民にばかり減量を
強いるのではなく、
物を売るほうにも規
制を掛けたらどうか。
（城西地区会場）

ごみの減量化

神指地区は、農業地域が多く、市街化調整区域となっ
ている。地区の活性化等を掲げているが、
制約が多く建築に難がある。地域の人口が
増加できなければ活性化もあり得ないと思
う。（神指地区会場）

まちづくり（人口減少対策）

地区の中に空き家があり、動物のすみ
かになっているところもある。市として
対応してもらえないか。また自宅近くに
も空き家がある。冬期間は、空き家の屋
根から雪が落ちることもあり、危険と感
じる。持ち主に相談した
が対応してもらえない。
（日新地区会場）

空き家対策

北会津には冬に限らず、夏場でも危険
な場所が数多くある。通学距離が何キロ
メートルからスクールバスに乗れるかと
いう話ではない。いかに安全に通学させ
るかという時代に来て
いる。（北会津地区会場）

スクールバス

住民は水の濁りと赤水がでて本当に困っている。市に
連絡したが、水の濁りと赤水については、問題が解決し
ていない。その赤水のお風呂に入るとタオル
が赤くなってしまうし、洗濯も大変である。
今後はどのような対応をしてくれるのか。
（湊地区会場）

飲料水の安定確保

広田地区の側溝改良工事は、３年たっても完成しな
い。予算の関係でできないとのことだが、経費の無駄に
なっていないか。東長原の道路も途中にな
っている。予算審査をしっかりとお願いし
たい。（河東地区会場）

身近な道路環境の整備



12月定例会議

物価高騰対策経費などを可決
12月定例会議のあらまし
12月定例会議は、12月７日から22日までの16日間の会議期間で開かれました。
今定例会議では、令和５年度一般会計補正予算や条例改正などの議案が提出され、本会議での総
括質疑後、条例改正等の議案や陳情は、文教厚生、産業経済、建設の各委員会に付託され、また、
予算に係る議案は予算決算委員会へ付託され、審査が行われました。
なお、最終日の本会議において、令和５年度一般会計補正予算などが追加提案され、国の経済対
策に係る物価高騰対策経費、職員の給与改定に伴う人件費の調整、県の特別職給与改定に準じた改
正措置などについて、本会議で審議が行われました。
今定例会議に提出された議案等とその審議結果は８ページのとおりです。
なお、市政全般にわたる市の考えを問う一般質問では、５名の議員が代表質問、16名の議員が
個人質問を行いました。

議
案
等
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

議案第107号
令和５年度
一般会計
補正予算

（第８号）

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
活
用
の
考
え
方

物
価
高
騰
対
策
経
費
の
考
え
方

問

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
は
、
令
和
２
年
か
ら
措

置
さ
れ
、
そ
の
内
容
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
か
ら
物
価
高
騰
対

策
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
活
用
の
考
え
方
を

伺
い
ま
す
。

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
（
以
下
「
交
付
金
」）

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示

さ
れ
た
限
度
額
約
17
億
円

に
対
し
、
令
和
５
年
度
の

追
加
補
正
ま
で
に
合
計
で

約
25
億
円
を
予
算
計
上
し

て
お
り
、
最
大
限
活
用
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

限
度
額
を
一
定
額
上
回
る

事
業
を
構
築
し
て
き
ま
し

た
。

問

今
回
の
補
正
予
算
で

計
上
し
た
物
価
高
騰
対
策

経
費
は
、
国
の
示
し
た
交

付
金
の
２
つ
の
枠
（
低
所

【
物
価
高
騰
対
策
経
費
の
概
要
】

国
の
経
済
対
策
に
係
る
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
地
方

公
共
交
通
活
性
化
事
業
費
、
低
所
得
世
帯
支
援
臨
時
給
付

金
給
付
事
業
費
お
よ
び
子
育
て
世
帯
学
校
給
食
費
等
臨
時

支
援
給
付
金
給
付
事
業
費
に
つ
い
て
、
国
庫
支
出
金
等
を

財
源
と
し
て
措
置
す
る
も
の
で
す
。

補正予算の概要

令和５年12月定例会議日程
	12月７日（木）	 開会日

	 本会議(議案等提案理由説明)
	 11日（月）	 本会議（代表質問、個人質問）
	 12日（火）	 本会議（個人質問）
	 13日（水）	 本会議（個人質問）
	 14日（木）	 本会議（総括質疑）

	 予算決算委員会
	 15日（金）	 文教厚生委員会・建設委員会

	 予算決算委員会第２・第４分科会
	 18日（月）	 産業経済委員会

	 予算決算委員会第１・第３分科会
	 20日（水）	 予算決算委員会
	 22日（金）	 最終日

	 本会議（委員会審査報告～表決）

得
世
帯
支
援
枠
と
推
奨
事

業
枠
）
を
活
用
し
て
歳
入

を
計
上
し
た
の
か
伺
い
ま

す
。

国
が
示
し
た
限
度
額

約
７
億
３
０
０
０
万
円
に

対
し
、
低
所
得
世
帯
支
援

臨
時
給
付
金
給
付
事
業
費

と
し
て
約
10
億
６
０
０
０

万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

差
額
分
は
後
日
国
が
追
加

で
交
付
す
る
と
い
う
考
え

が
示
さ
れ
て
お
り
、
市
の

負
担
が
な
く
事
業
が
実
施

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
物
価
高
騰

対
策
経
費
に
つ
い
て
も
、

国
か
ら
の
交
付
金
（
推
奨

事
業
枠
）
を
活
用
し
て
予

算
計
上
し
た
も
の
で
す
。
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議
員
報
酬
・
特
別
職
の
期
末
手
当
引
き
上
げ

議
員
報
酬
手
当
等
・
特
別
職
手
当

問

議
員
や
市
長
等
特
別

職
の
年
間
支
給
月
数
を
０

・
１
月
分
引
き
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
に
年
間

必
要
と
な
る
金
額
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。

議
員
の
期
末
手
当
引

き
上
げ
の
た
め
の
費
用
と

し
て
１
３
８
万
５
０
０
０

円
、
特
別
職
に
つ
い
て
は

４
６
万
３
０
０
０
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

問

今
回
の
提
案
は
、
市

民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

現
在
の
経
済
状
況
は
、

決
し
て
楽
観
で
き
る
状
況

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
引
き
上

げ
は
、
国
や
県
等
が
様
々

な
調
査
を
し
て
均
衡
を
図

っ
た
対
応
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
に
準
じ
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

修
正
案
の
提
出
～
表
決

※

議
案
第
１
０
７
号
に

つ
い
て
は
、
一
部
議
員
か

ら
議
会
費
（
議
員
報
酬
手

当
等
）
を
予
備
費
に
組
み

替
え
る
修
正
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
表
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
を
も
っ
て

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
事
業
概
要
】

議
員
、
市
長
等
特
別
職
に
対
し
て
支
給
す
る
12
月
期
末

手
当
の
支
給
月
数
の
改
定
（
１
・
６
２
５
月
を
１
・
７
２

５
月
へ
）
に
伴
う
増
額
を
補
正
す
る
た
め
の
経
費
を
予
算

措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
経
費
内
訳
】

議
員
期
末
手
当
分

１
３
８
万
５
千
円

特
別
職
期
末
手
当
分

４
６
万
３
千
円

議案第81号
令和５年度
一般会計
補正予算

（第７号）

利
用
者
や
受
託
事
業
者
等
に
与
え
る
影
響

地
域
生
活
支
援
事
業
費

問

地
域
生
活
支
援
事
業

費
に
係
る
基
幹
障
が
い
者

相
談
支
援
事
業
お
よ
び
地

域
障
が
い
者
相
談
支
援
事

業
が
、
消
費
税
の
課
税
対

象
事
業
で
あ
る
こ
と
に
伴

う
、
利
用
者
や
そ
の
家
族
、

受
託
事
業
者
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

基
幹
障
が
い
者
相
談

支
援
事
業
お
よ
び
地
域
障

が
い
者
相
談
支
援
事
業
の

利
用
料
金
は
無
料
で
あ
り
、

消
費
税
課
税
対
象
事
業
で

あ
っ
て
も
、
利
用
者
や
そ

の
家
族
に
金
銭
的
な
負
担

は
生
じ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

市
が
受
託
事
業
者
に
消
費

税
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、

ま
た
、
受
託
事
業
者
に
お

い
て
は
、
消
費
税
の
申
告

や
消
費
税
の
納
付
義
務
が

生
じ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

【
事
業
概
要
】

基
幹
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
等
の
委
託
料
に
係
る
消

費
税
等
の
支
払
い
に
要
す
る
経
費
を
予
算
措
置
す
る
も
の

で
す
。

【
経
費
内
訳
】

基
幹
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
委
託
料

（
現
年
度
分
消
費
税
相
当
額
）

２
７
１
万
９
千
円

地
域
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
委
託
料

（
現
年
度
分
消
費
税
相
当
額
）

１
９
７
万
８
千
円

補
償
費

１
８
０
４
万
８
千
円

本
事
業
の
果
た
し
て
い
る
役
割

教
育
指
導
書
等
購
入
費

問

教
育
指
導
書
等
購
入

費
に
係
る
教
師
用
の
教
科

書
お
よ
び
指
導
書
の
整
備

に
要
す
る
経
費
が
、
前
回

の
教
科
書
の
改
訂
時
よ
り

高
額
と
な
っ
た
理
由
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

前
回
の
改
訂
時
は
、

希
望
す
る
学
校
に
の
み
教

師
用
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
改
訂
に
当
た
っ
て

市
内
の
全
小
学
校
に
、
全

て
の
教
科
の
教
師
用
の
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
、
３
４
４
７

万
１
０
０
０
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

問

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
効

果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に

は
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
等
が

含
ま
れ
て
お
り
、
教
師
が

工
夫
す
る
こ
と
で
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
授
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
事
業
概
要
】

小
学
校
教
科
用
図
書
（
教
科
書
）
の
改
訂
に
伴
い
、
教

師
用
の
教
科
書
お
よ
び
指
導
書
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を

予
算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
経
費
内
訳
】

教
科
書
お
よ
び
指
導
書
の
整
備
に
要
す
る
経
費

５
７
５
２
万
４
千
円

教
師
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
使
用
料１

８
３
０
万
９
千
円
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工
事
箇
所
の
選
定
に
対
す
る
考
え
方

問

ゼ※
２

ロ
市
債
を
活
用
し

た
市
道
舗
装
整
備
事
業
と

市
域
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
工
事
箇
所
の
選

定
に
対
す
る
考
え
方
を
伺

い
ま
す
。

市
道
舗
装
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
幅
員
や
家

屋
連
担
度
、
公
共
公
益
施

設
へ
の
接
続
な
ど
の
基
準

項
目
に
よ
り
、
総
合
的
に

路
線
の
評
価
を
行
い
、
優

先
順
位
を
付
け
て
工
事
箇

所
の
選
定
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
方
法
で
は
居

住
人
口
が
少
な
い
農
村
地

域
な
ど
は
優
先
順
位
が
低

く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

市
域
全
体
の
整
備
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
慮
し
な
が
ら
選

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ゼ
ロ
市

債
を
活
用
し
た
市
道
舗
装

整
備
事
業
は
、
発
注
時
期

の
平
準
化
を
目
的
と
し
て

お
り
、
工
事
の
着
手
時
期

が
農
作
業
等
に
影
響
す
る

４
月
ご
ろ
と
な
る
こ
と
か

ら
、
農
村
地
域
の
路
線
は

工
事
箇
所
に
選
定
し
て
い

ま
せ
ん
。

道
路
維
持
修
繕
事
業
お
よ
び
市
道
舗

装
整
備
事
業
（
債
務
負
担
行
為
）

【
概
要
】

早
期
発
注
に
よ
る
公
共
工
事
の
発
注
時
期
の
平
準
化
を

図
る
た
め
、
債※
１

務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

【
債
務
負
担
行
為
の
限
度
額
】

道
路
維
持
修
繕
事
業

５
６
５
０
万
円

市
道
舗
装
整
備
事
業

２
９
６
０
万
円

※
１

債
務
負
担
行
為
と
は

歳
出
予
算
、
継
続
費
、
繰
越
明
許
費
に
定
め
た
以
外
に
、
地
方

公
共
団
体
が
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
。
例
え
ば
、

そ
の
年
度
に
契
約
を
締
結
す
る
も
の
の
、
支
払
い
は
翌
年
度
と
な

る
場
合
は
、
歳
出
予
算
は
翌
年
度
計
上
と
な
る
が
、
そ
の
年
度
に

債
務
負
担
行
為
の
設
定
が
必
要
と
な
る
。

※
２

ゼ
ロ
市
債
と
は

施
工
時
期
等
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定

し
、
新
年
度
の
工
事
等
の
入
札
・
契
約
を
前
年
度
に
行
い
、
前
年

度
中
又
は
新
年
度
当
初
の
工
事
着
工
を
可
能
と
す
る
も
の
。
債
務

負
担
行
為
を
設
定
す
る
年
度
に
は
前
払
金
等
の
支
出
は
な
く
（
ゼ

ロ
）、
翌
年
度
以
降
の
支
出
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
ゼ
ロ
市
債
」
と

呼
ば
れ
る
。

図表１　工事施工箇所
①道路維持修繕事業（４路線）

工種 路線名 施工箇所

舗装補修

市道幹Ⅰ-8号線 飯盛一丁目ほか
市道幹Ⅰ-11号線 追手町
市道幹Ⅰ-12号線 城東町
若3-234号線 栄町ほか

②市道舗装整備事業（７路線）
工種 路線名 施工箇所

舗装工 市道門3-684号線 門田町大字年貢町
市道神4-317号線 飯寺北三丁目

側溝工 市道若3-39号線 上町
市道若3-322号線 八日町

舗装・側溝工
市道門3-78号線 桜町
市道門3-494号線 桜町
市道門4-206号線 錦町

議案第97号
会津若松市

市営住宅条例
の一部を改正

する条例

市
営
住
宅
に
お
け
る
集
会
所
設
置
基
準

問

市
が
集
会
所
を
設
置

す
る
市
営
住
宅
の
基
準
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

現
在
、
市
が
管
理
を

行
っ
て
い
る
市
営
住
宅
団

地
の
う
ち
、
約
半
数
に
集

会
所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
近
隣
の

集
会
所
の
設
置
状
況
な
ど

【
条
例
改
正
の
趣
旨
・
理
由
】

市
営
住
宅
城
前
団
地
に
集
会
所
を
設
置
す
る
た
め
に
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

を
勘
案
し
た
上
で
、
市
や

町
内
会
に
よ
り
集
会
所
が

設
置
さ
れ
て
き
た
経
過
に

あ
り
ま
す
が
、
概
ね
１
０

０
戸
を
超
え
る
よ
う
な
大

規
模
な
市
営
住
宅
団
地
を

建
て
替
え
る
際
な
ど
に
は
、

市
が
集
会
所
を
設
置
す
る

考
え
で
す
。

6

特

集

審

議

結

果

討

論

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

議
案
等
の
審
査

条例改正の審査に当たって、新
しく整備された城前団地集会所
の視察調査を行いました。



案件 陳情内容 所管委員会における
審査経過および結果

本会議における
審議結果

陳情第７号
現行の健康保険証の存
続を求めることについ
て

（陳情者）
医療と福祉をよくする
会津の会
会長 田勢　元喜さん

　健康保険証の廃
止をやめ、現行の
健康保険証の存続
を求める意見書を、
国および関係機関
に提出すること。

文教厚生委員会の審査において、一部の委員
より賛否の意見がありました。
〇反対意見
・マイナンバーカードに健康保険証の機能を付
帯させることは、コストパフォーマンスに優れ
最も安全な方法であることから、本陳情に反対
する。
〇賛成意見
・健康保険証とマイナンバーカードを一体化し、
現行の健康保険証が廃止になることを国民に強
制してまで行うことに疑義があることから、本
陳情に賛成する。
・現在、マイナンバーカードに健康保険証の機
能を付帯させていない人も多くいることから、
本陳情に賛成する。

【審査結果】
　本陳情については、賛成少数をもって不採択
とすべきものと決められました。

不採択

陳情第８号
背炙山へ風力発電施設
を建設する計画の中止
について

（陳情者）
背炙山風力発電建設計
画中止を求める会　
代表　管　文雄さん

　市は、背炙山へ
風力発電施設を建
設する計画の中止
を求めること。

　文教厚生委員会の審査において、一部の委員
より反対の意見がありました。
〇反対意見
・風力発電は環境にやさしく、温室効果ガスの
排出が少なく、安定的な電力供給が期待されて
いることから、本陳情に反対する。
・事業者は、環境影響評価の手続きを進めてお
り、生態系や水資源、温泉源等に影響がないよ
う対応すると述べていることから、本陳情に反
対する。
【審査結果】
　本陳情については、賛成者なしで不採択とす
べきものと決められました。

不採択

陳情第９号
市内全世帯に物価高騰
対策として緊急支援給
付金を支給することに
ついて

（陳情者）
会津若松市生活と健康
を守る会　
会長　田崎　澄子さん

　市内全世帯に物
価高騰対策として
緊急支援給付金を
支給すること。

　文教厚生委員会の審査において、一部の委員
より賛否の意見がありました。
〇反対意見
・物価高騰対策としての緊急支援給付金の必要
性は世帯によって差があり、支援の内容や必要
性および緊急性については慎重に判断する必要
があることから、本陳情に反対する。
・市は住民税非課税世帯および家計急変世帯に
対し、１世帯当たり３万円を給付しており、全
世帯に給付金を支給することに疑義があること
から、本陳情に反対する。
〇賛成意見
・国は様々な物価高騰対策を講じているが、い
まだ不十分であり、支援をさらに充実すべきと
考えることから、本陳情に賛成する。

【審査結果】
　本陳情については、賛成少数をもって不採択
とすべきものと決められました。

不採択

12月定例会議で審査された陳情（３件）の
審査の経過と結果をお知らせします。
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8

12月定例会議に提出された議案等とその審議結果
番号 件　　　　名

修 　正　 案（１件）

107
令和５年度会津若松市一般
会計補正予算（第８号）に
対する修正案

否決
報　　　　告（１件）

18 監査の結果報告について
選　　　　挙（１件）

４

選挙管理委員及び補充員の
選挙
【選挙管理委員】
　渡部 久雄さん （門田町）
　馬場 和廣さん
　　　　　　（大塚二丁目）
　木野 秀夫さん

（北会津町）
　渡邊 俊明さん （館馬町）
【補充員】
　髙畑 里香さん （西栄町）
　杉原　武さん

（材木町二丁目）
　小池 新二さん（河東町）
　佐原 和衛さん

（飯盛二丁目）
陳　　　　情（３件）

７ 現行の健康保険証の存続を
求めることについて

8 背炙山へ風力発電施設を建
設する計画の中止について

9
市内全世帯に物価高騰対策
として緊急支援給付金を支
給することについて

以上、不採択

番号 件　　　　名
議　　　　案（37件）

81

令和５年度会津若松市一般
会計補正予算（第７号）
（以下第89号までの各会計
補正予算は会計名のみ記載）

82 水道事業会計
83 下水道事業会計
84 国民健康保険特別会計
85 観光施設事業特別会計
86 地方卸売市場事業特別会計

87 扇町土地区画整理事業特別
会計

88 介護保険特別会計
89 後期高齢者医療特別会計

90
会津若松市重度心身障がい
者医療費の助成に関する条
例の一部を改正する条例

91
会津若松市地域生活支援事
業の利用料に関する条例の
一部を改正する条例

92

会津若松市特定教育・保育
施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する
条例

93
会津若松市放課後児童健全
育成事業に関する条例の一
部を改正する条例

94 会津若松市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例

95 会津若松市立学校設置条例
の一部を改正する条例

96

地域経済牽引事業の促進に
よる地域の成長発展の基盤
強化に関する法律第９条第
１項の規定に基づく準則を
定める条例の一部を改正す
る条例

97 会津若松市市営住宅条例の
一部を改正する条例

98
会津若松市水道事業及び下
水道事業の設置等に関する
条例の一部を改正する条例

番号 件　　　　名

107

令和５年度会津若松市一般
会計補正予算（第８号）
（以下第114号までの各会
計補正予算は会計名のみ記
載）

108 水道事業会計
109 下水道事業会計
110 国民健康保険特別会計
111 観光施設事業特別会計

112 扇町土地区画整理事業特別
会計

113 介護保険特別会計
114 後期高齢者医療特別会計

115
会津若松市議会議員の議員
報酬等に関する条例の一部
を改正する条例

116

特別職の職員の給与に関す
る条例及び会津若松市上下
水道事業管理者の給与に関
する条例の一部を改正する
条例

117
会津若松市職員の給与に関
する条例等の一部を改正す
る条例

以上、原案のとおり可決

99 財産の取得について
（消防ポンプ自動車）

100
会津若松市公設地方卸売市
場の指定管理者の指定につ
いて

101 会津総合射撃場の指定管理
者の指定について

102 議員の派遣について
（県市議会議員研修会）

103 議員の派遣について
（総務委員会行政調査）

104 議員の派遣について
（文教厚生委員会行政調査）

105 議員の派遣について
（産業経済委員会行政調査）

106 議員の派遣について
（建設委員会行政調査）

以上、可決

※�アミかけ部分が採決で賛否が分か
れた案件です。
※�アミかけ以外は全会一致による可
決や採択等を表しています。
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あいづわかまつ広報議会　 6．2．19

令和５年12月定例会議の賛否一覧　　��※これ以外の案件等は８ページのとおり全会一致で可決等されています。

会派名　　　
議員名

議案等名

議決結果 反
対:賛

成

市民クラブ フォーラム会津 公明党 創風あいづ 立憲連合 共 社 夢
平
田

久
美

中
川

廣
文

柾
屋
奈
津
子

長
谷
川
純
一

髙
橋

義
人

小
畑

　
　
匠

小
倉
孝
太
郎

大
竹

俊
哉

清
川

雅
史

戸
川

稔
朗

石
田

典
男

笹
内

直
幸

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

雄
一

渡
部

　
　
認

大
島

智
子

奥
脇

康
夫

大
山

享
子

吉
田

恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

俊
広

譲
矢

　
　
隆

成
田

芳
雄

議案第107号
令和５年度会津若松市
一般会計補正予算（第
８号）に対する修正案

否決 3：24 ●●●●●●●●−●●●○
討
●●●●●●●●●●●●●○○

議案第107号　
令和５年度会津若松市
一般会計補正予算（第
８号）

原案可決 23：4 ○○○○○○○○−○○○●○○○○○○○○○○○○●
討
●●

議案第108号　
令和５年度会津若松市
水道事業会計補正予算
（第２号）

原案可決 26：1 ○○○○○○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○●
討
○○

議案第115号　
会津若松市議会議員の
議員報酬等に関する条
例の一部を改正する条
例

原案可決 23：4 ○○○○○○○○−○○○●
討
○○○○○○○○○○○○●

討
●●

議案第116号　
特別職の職員の給与に
関する条例及び会津若
松市上下水道事業管理
者の給与に関する条例
の一部を改正する条例

原案可決 26：1 ○○○○○○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○●
討
○○

陳情第７号
現行の健康保険証の存
続を求めることについ
て

不採択 8：19 ●
討
●●●●●●●−●●●●●○●●●●○●○○

討
○○○

討
○●

陳情第８号
背炙山へ風力発電施設
を建設する計画の中止
について

不採択 3：24 ●●●●●●●●−●●●●●●○●●●●●●●
討
●●○

討
○●

陳情第９号
市内全世帯に物価高騰
対策として緊急支援給
付金を支給することに
ついて

不採択 6：21 ●●●●●●●●−●●●○●○●●●●●●●○
討
○○○

討
●●

※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　共⇒日本共産党　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ　

議案第107号　令和５年度会津若松市一般会計補正予算（第８号）に対する修正案

議案第115号　会津若松市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例

　内海　基 議員
新型コロナウイルスや物価高騰などの影響で市民が苦しい生活を強いられている中で、議員の

期末手当を引き上げることは市民理解を得られません。さらに政治とカネの問題が世間を騒がせ
ている中では、余計に不信感を招くことになると考えます。政治不信を払しょくする前に期末手
当を引き上げるべきではないと考えるところから、議案第107号に対する修正案に賛成し、議案
第115号に反対します。

　討論は、表決の前に議題になっている案件に対し、
賛成か反対かの自己の意見を表明することをいいま
す。なお12月定例会議で討論があったものすべてを
掲載しています。

賛成

反対
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議案第107号　令和５年度会津若松市一般会計補正予算（第８号）
議案第108号　令和５年度会津若松市水道事業会計補正予算（第２号）
議案第115号　会津若松市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例
議案第116号　特別職の職員の給与に関する条例及び会津若松市上下水道事業管理者の給与に関する条例の

一部を改正する条例

反対
　原田　俊広 議員

これらの案件には、議員及び市長はじめ特別職と上下水道事業管理者の期末手当を年
間0.1月分引き上げるという内容が含まれています。しかし、今市民は空前の物価高騰

の中、苦しい生活を強いられており、このような中での議員と市長等特別職の手当引き上げは、
市民の理解が得られないと考え、反対します。

陳情第７号　現行の健康保険証の存続を求めることについて

反対
　平田　久美 議員

健康保険証をデジタル化し、なりすましや偽造防止の対策を施して安全に運営してい
くことが国民から求められています。医療制度の利便性を向上させることや、医療現場

の人手不足が常態化していることを鑑みれば、健康保険証とマイナンバーカードとの一体化は躊
ちゅう

躇
ち ょ

なく行うべきと考えることから、反対します。

賛成
　原田　俊広 議員

本陳情は令和６年秋から開始されるマイナ保険証への一体化による健康保険証の廃止
をやめ、現行の健康保険証の存続を求めるものです。現行健康保険証を廃止することは、

マイナンバーカードがなければ健康保険証がないことになり、社会保障の大原則である国民皆保
険制度を崩壊させることにつながり、存続は当然であり賛成します。

賛成
　髙梨　浩 議員

命を守るための健康保険証については、国民の理解と利便性を確保しつつ、医療機関
などの関係する団体の対応が十分可能とならなければ、国民の命はもちろんのこと、国

民皆保険制度そのものに影響を及ぼすものとなりかねません。令和６年秋に健康保険証を廃止す
ることに反対であり、本陳情に賛成します。

陳情第８号　背炙山へ風力発電施設を建設する計画の中止について

反対
　髙梨　浩 議員

環境影響評価などの公的なデータを基にした議論が必要であり、再生可能エネルギー
の確保が極めて重要な情勢の中、地権者、地域住民の真摯な意見と議論をもとに、建設

についての判断をなすべきと考えることから、現時点における建設中止を求める本陳情には反対
です。

賛成
　原田　俊広 議員

本陳情は、背炙山に現在の８基に加え、新たに26基程度の風力発電施設をつくる計
画を中止してほしいというものです。風力発電は再生可能エネルギーとしては優れてい

ますが、地元の方々が自然環境や周辺部の安全性などの問題で不安を抱いている中での建設計画
の強行は許されるべきでないと考え、賛成します。

陳情第９号　市内全世帯に物価高騰対策として緊急支援給付金を支給することについて

賛成
　原田　俊広 議員

本陳情は、物価高騰対策としての緊急支援給付金を低所得や子育て世帯だけでなく全
世帯に支給してほしいというものです。空前の物価高騰のなかで苦しい生活を余儀なく

されているのは、低所得世帯や子育て世帯だけとは限らないので、全世帯を対象にした緊急支援
金の給付も検討する必要があると考え、賛成します。

賛成
　髙梨　浩 議員

物価高騰の終
しゅうえん

焉は見えず、実質賃金が落ち込み続けていること、住民税非課税世帯な
どへの給付事業は追加されているものの、物価高騰の影響は全ての世帯に及んでいるこ

とから本陳情に賛成します。
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一 般 質 問
一般質問は、市の事務事業についてその執行状況及び将来に対する方針を問うも
のです。
12月定例会議においては、５名の議員が会派を代表して質問をする代表質問を
行い、16名の議員が個人質問を行いました。その主な内容を、一人一項目とし、
代表質問は登壇順（質問順）に、個人質問は分野別に掲載しました。

映像配信は
↓こちら

◆市民クラブ（大竹　俊哉 議員）..............P12
　〇プレミアムポイントへの市民の声は
◆フォーラム会津（長郷 潤一郎 議員）.....P12
　〇医療機関の情報のデジタル化は
◆公明党（大山　享子 議員）.....................P13
　〇買い物支援サービスが必要では

◆創風あいづ（吉田　恵三 議員）..............P13
　〇若者の地域づくりへの参画促進は
◆立憲連合（松崎　新 議員）....................P14
　〇ごみ減量と地域内経済の循環促進を

　教育・文化　
　〇子ども会の会員数減少に歯止めを

笹内　直幸 議員.......P14

　行 ・ 財 政　
　〇ふるさと納税の現状と取組内容は

渡部　　認 議員.......P15
　〇プレミアムポイントは成功したか

譲矢　　隆 議員.......P15
　〇ＩＴ関連企業集積事業の効果は

成田　芳雄 議員.......P15

　生活・環境　
　〇法改正による空家対策への影響は

中川　廣文 議員.......P16

　健康・福祉　
　〇帯状疱疹ワクチンの費用助成を

大島　智子 議員.......P16
　〇補聴器購入補助の検討状況を示せ

原田　俊広 議員.......P16
　〇保育料の無償化に取り組むべき

平田　久美 議員.......P17

ここが聞きたい 個 人 質 問
　〇つなポン事業の来年度の見直しは

小倉孝太郎 議員.......P17
　〇市独自の不妊治療助成の検討は

髙橋　義人 議員.......P17

　産業・経済　
　〇若者の意向を反映した企業誘致を

内海　　基 議員.......P18
　〇改めてＳＡＫＥガチャの取組を

村澤　　智 議員.......P18
　〇フィルムコミッション事業の考え方は

小畑　　匠 議員......P18
　〇あいづ食の陣の課題を示せ

長谷川純一 議員.......P19

建設・都市計画
　〇市営住宅の申込資格の検討を

丸山さよ子 議員.......P19
　〇サッカー場に夜間照明の設置を

石田　典男 議員.......P19

特
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会派を代表し室井市政を問う 代 表 質 問
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一
般
質
問（
代
表
）

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
へ
の
市
民
の
声
は

医
療
機
関
の
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

答 ��

取
組
内
容
を
評
価
し
今
後
に
生
か
す

答 ��

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
機
関
は
92
・
６
％

代
表
質
問
者

大
竹

俊
哉
議
員

代
表
質
問
者

長
郷

潤
一
郎
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

石
田
典
男　
　
戸
川
稔
朗

清
川
雅
史　
　
大
竹
俊
哉

小
倉
孝
太
郎

小
畑

匠

髙
橋
義
人　
　
長
谷
川
純
一

柾
屋
奈
津
子

中
川
廣
文

平
田
久
美

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部

認　
　
古
川
雄
一

長
郷
潤
一
郎

内
海

基

笹
内
直
幸

問

令
和
５
年
度
よ
り
始

ま
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ

ン
ト
事
業
に
つ
い
て
、
情

報
機
器
端
末
の
操
作
に
慣

れ
て
い
る
市
民
と
、
そ
う

で
な
い
市
民
に
格
差
が
生

じ
、
不
公
平
で
あ
る
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
市
民
の

声
を
市
は
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
ま
す
か
。

答

自
身
で
の
申
し
込
み

が
難
し
い
方
が
想
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
家

族
が
代
理
で
申
し
込
み
で

き
る
機
能
を
付
加
す
る
と

と
も
に
、
操
作
や
設
定
を

支
援
す
る
機
会
を
多
く
設

け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

問

医
療
機
関
の
情
報
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
進
ん
で
い

る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答

本
市
に
お
い
て
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で
き

る
医
療
機
関
の
割
合
は
令

和
５
年
11
月
19
日
時
点
で

92
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、

被
保
険
者
本
人
と
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
本
人
同
意
の
も
と
、

診
療
情
報
や
薬
剤
情
報
を

共
有
し
た
診
療
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

の
運
営
は
事
業
者
が
行
う

べ
き
で
あ
り
、
行
政
の
支

援
は
極
力
な
く
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
認
識
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。

答

会
津
コ
イ
ン
に
つ
い

て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
推
進
交
付
金

な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
持
た
ず
、
ご
家
族
に

よ
る
代
理
購
入
も
難
し
い

方
が
い
る
の
は
事
実
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

紙
で
の
実
施
を
望
む
声
な

ど
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
事
業
で

は
、
購
入
さ
れ
た
市
民
の

等
を
活
用
し
、
そ
の
開
発

等
を
支
援
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
運
営
に
つ
い
て
は
、

Ａ
ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
が
行
っ
て
お
り
、
市
は

運
営
そ
の
も
の
に
対
し
て

の
財
政
的
支
援
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

年
代
や
申
込
方
法
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
店
舗
で
ど
の

く
ら
い
利
用
さ
れ
た
か
な

ど
の
情
報
を
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
い
た
だ
い
た
意
見

や
要
望
に
加
え
、
申
し
込

み
や
利
用
状
況
か
ら
見
え

て
く
る
客
観
的
な
デ
ー
タ

を
基
に
、
取
組
の
全
体
を

評
価
し
、
今
後
の
施
策
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
市
の
財
政
に
つ
い
て

▽
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

▽
環
境
問
題
に
つ
い
て

▽
阿
賀
川
新
橋
梁
に
つ
い

て
▽
市
民
等
か
ら
の
寄
贈
品

の
管
理
に
つ
い
て

デジタル地域通貨「会津コイン」は、
地域を元気にしていくことを目指して
進めている取り組みです。

マイナンバーカードを健康保険証として
利用するためには、登録が必要です。

代 表 質 問
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一
般
質
問（
代
表
）

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ
あいづわかまつ広報議会　 6．2．1

買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
は

若
者
の
地
域
づ
く
り
へ
の
参
画
促
進
は

答 ��

移
動
手
段
の
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
る

答 ��

参
画
し
や
す
い
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く

代
表
質
問
者

大
山

享
子
議
員

代
表
質
問
者

吉
田

恵
三
議
員

公
明
党

大
山
享
子

奥
脇
康
夫

大
島
智
子　
　

創
風
あ
い
づ

横
山

淳

村
澤

智

吉
田
恵
三　
　

問

高
齢
者
が
地
域
で
必

要
と
さ
れ
る
体
制
の
整
備

に
は
、
相
談
か
ら
活
躍
に

つ
な
げ
る
ま
で
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
行
う
高
齢
者
活
躍

地
域
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
設
置
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

高
齢
者
の
活
動
の
場

の
紹
介
や
相
談
に
つ
い
て

問

市
の
人
口
の
推
移
に

対
す
る
認
識
を
示
し
て
く

だ
さ
い
。

答

社
会
動
態
で
は
、
高

校
や
大
学
等
卒
業
後
の
進

学
や
就
職
等
に
よ
る
転
出

等
を
要
因
と
す
る
若
年
層

の
人
口
の
減
少
が
顕
著
で

あ
り
、
自
然
動
態
で
は
、

令
和
４
年
の
減
少
数
が
千

人
を
超
え
て
お
り
、
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
人
口
減
少
が
進
む

と
、
労
働
力
人
口
の
減
少

に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影

響
の
ほ
か
、
地
域
で
の
後

継
者
や
担
い
手
の
不
足
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希

薄
化
等
、
ま
ち
づ
く
り
全

体
に
影
響
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

若
者
の
定
住
化
や
Ｕ

タ
ー
ン
に
つ
な
げ
る
た
め
、

は
、
関
係
機
関
・
人
材
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ

と
で
、
高
齢
者
の
活
動
支

援
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
の
機

能
を
担
う
機
関
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
窓
口

の
一
本
化
に
つ
い
て
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し

若
者
の
地
域
づ
く
り
へ
の

参
画
と
、
そ
の
仕
組
み
づ

く
り
へ
の
認
識
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答

若
者
が
地
域
づ
く
り

等
の
活
動
に
参
画
す
る
こ

と
は
、
地
域
の
担
い
手
確

保
や
若
者
の
活
躍
の
場
の

拡
充
な
ど
、
様
々
な
効
果

が
期
待
で
き
、
若
者
の
住

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

自
動
車
運
転
免
許
証

の
返
納
な
ど
に
よ
り
、
移

動
に
不
便
を
感
じ
て
い
る

高
齢
者
へ
の
買
い
物
支
援

送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で

は
な
い
で
す
か
。

答

買
い
物
支
援
送
迎
サ

ー
ビ
ス
は
、
対
象
と
な
る

方
の
要
件
な
ど
、
解
決
す

べ
き
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住

民
団
体
に
よ
る
地
域
の
高

齢
者
の
買
い
物
の
送
迎
を

行
う
活
動
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
移
動
手
段
の
さ
ら
な

る
周
知
に
努
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
支
援
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
と
情
報

共
有
し
、
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

み
慣
れ
た
地
域
に
対
す
る

理
解
と
愛
着
も
深
ま
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た

め
、
地
域
運
営
組
織
等
が

行
う
地
域
づ
く
り
活
動
の

展
開
や
拡
充
を
図
る
な
ど
、

若
者
に
と
っ
て
参
画
し
や

す
い
仕
組
み
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和２年から４年までの人口動態の推移
（資料：福島県推計人口）
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

一
般
質
問（
代
表
・
個
人
）

ご
み
減
量
と
地
域
内
経
済
の
循
環
促
進
を

答 ��

推
進
す
べ
き
と
認
識
し
て
い
る

子
ど
も
会
の
会
員
数
減
少
に
歯
止
め
を

答 ��

関
係
団
体
と
連
携
し
て
支
援
し
て
い
く

代
表
質
問
者

松
崎

新
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

笹
内

直
幸
議
員

立
憲
連
合

松
崎

新

丸
山
さ
よ
子

髙
梨

浩

問

脱
炭
素
に
向
け
た
取

組
と
ご
み
減
量
化
に
向
け

た
取
組
を
組
み
合
わ
せ
て

進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
生
ご
み
の
堆
肥
化

と
下
水
汚
泥
で
発
生
す
る

メ
タ
ン
ガ
ス
を
利
用
し
発

電
す
る
こ
と
と
、
太
陽
光

発
電
や
小
水
力
発
電
、
風

力
発
電
を
組
み
合
わ
せ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
電
力
の
地
産
地
消
化

の
取
組
を
と
お
し
、
地
域

内
経
済
の
循
環
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。
市
の

認
識
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

答

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
に
つ
い
て

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
・
維
持
管
理
等
の
関
連

産
業
の
育
成
に
よ
る
地
域

問

子
ど
も
会
の
数
や
会

員
数
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
各
種
団
体

と
の
連
携
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。

答

子
ど
も
会
に
関
す
る

情
報
発
信
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
な
ど
、
子
ど
も
会

育
成
会
連
絡
協
議
会
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
加
入

者
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

問

会
津
ま
つ
り
の
提
灯

行
列
へ
参
加
す
る
に
は
、

子
ど
も
会
へ
の
加
入
な
ど

が
必
要
で
す
が
、
未
加
入

の
子
ど
も
も
参
加
し
や
す

い
対
策
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答

参
加
す
る
子
ど
も
の

安
全
管
理
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必

要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

内
経
済
の
循
環
だ
け
で
な

く
、
新
た
な
仕
事
づ
く
り

に
よ
る
雇
用
の
創
出
等
に

よ
り
、
人
口
減
少
な
ど
の

課
題
解
決
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
生
ご
み
や
下
水

汚
泥
を
用
い
て
発
電
を
行

う
こ
と
は
、
ご
み
の
減
量

化
だ
け
で
な
く
、
再
生
可

問

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

数
や
団
員
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
存
続
へ
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
た

支
援
を
行
う
考
え
で
す
。

問

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
立

ち
上
げ
時
の
支
援
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
立
ち
上
げ

に
つ
い
て
の
課
題
や
今
後

の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答

人
材
確
保
や
運
営
体

制
等
の
整
備
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
団

体
の
状
況
に
応
じ
て
、
き

め
細
や
か
な
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
学
校
給
食
に
つ
い
て

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市

内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
発
電
量
の
増
加
と
安

定
化
に
つ
な
が
り
、
地
域

内
経
済
の
循
環
に
寄
与
す

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
推
進
す
べ
き
と
認
識
し

て
い
ま
す
。下水浄化工場消化タンク

消化タンクで発生した「消化ガス」は、冷暖
房装置で下水浄化工場の管理棟の冷暖房に活
用しています。

議会の傍聴においでください！
次回の定例会議は２月21日（水）が開会日です。
本会議は午前10時に、各委員会は午前９時30分に開会されます。お気軽に傍聴にお越しください。
※　10名以上で傍聴を希望する場合は、事前に議会事務局までご連絡ください。

【議会事務局：TEL 39‐1323】

教 育 ・ 文 化 個 人 質 問
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一
般
質
問（
個
人
）

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ
あいづわかまつ広報議会　 6．2．1

問

ふ※

る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
経
由
の
寄
附

額
と
傾
向
を
伺
い
ま
す
。

答

４
月
か
ら
11
月
ま
で

の
寄
附
額
の
う
ち
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
経
由
し
た

寄
附
額
は
約
６
７
４
６
万

円
で
、
前
年
度
同
時
期
の

寄
附
額
の
約
２
２
８
３
万

円
に
対
し
、
約
４
４
６
３

万
円
増
加
し
、
約
３
倍
の

伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

制
度
改
正
に
伴
う
９

月
ま
で
の
駆
け
込
み
寄
附

の
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答

８
月
と
９
月
の
寄
附

額
は
約
３
４
２
９
万
円
で
、

前
年
度
同
時
期
の
寄
附
額

の
約
７
５
６
万
円
と
比
べ

て
約
２
６
７
３
万
円
増
加

し
、
約
４
・
５
倍
の
伸
び

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

訪
問
先
で
納
税
で
き
、

電
子
ク
ー
ポ
ン
な
ど
で
す

ぐ
に
返
礼
品
が
受
け
取
れ

る
「
旅
先
納
税
」
に
対
す

る
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答
「
旅
先
納
税
」
は
、

訪
問
先
の
施
設
等
に
お
い

て
、
そ
の
場
で
寄
附
し
、

そ
の
場
で
電
子
ポ
イ
ン
ト

等
を
返
礼
品
と
し
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
観
光
施
設
が

多
い
本
市
に
お
い
て
は
、

寄
附
者
が
本
市
の
魅
力
を

現
地
で
感
じ
取
り
、
応
援

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の

受
け
皿
に
な
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン

ト
事
業
を
広
く
周
知
す
る

た
め
に
要
し
た
経
費
は
い

く
ら
で
す
か
。
ま
た
、
誰

が
経
費
を
負
担
し
た
の
で

す
か
。

答

実
行
委
員
会
の
収
支

予
算
書
で
は
、
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
布
、

ミ
ニ
コ
ミ
誌
へ
の
掲
載
な

ど
に
２
５
０
万
円
が
計
上

さ
れ
て
お
り
、
財
源
は
国

の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

問

高
齢
者
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い

方
な
ど
の
多
く
の
方
か
ら
、

施
策
に
対
す
る
不
満
や
諦

め
、
疎
外
感
を
訴
え
る
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
意

見
と
、
そ
の
こ
と
に
対
す

る
認
識
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

答

市
民
の
皆
様
か
ら
は
、

紙
の
商
品
券
に
戻
し
て
ほ

し
い
、
デ
ジ
タ
ル
だ
け
で

は
不
公
平
で
あ
る
な
ど
の

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
、
今
後
、
同
様

の
事
業
を
行
う
際
に
は
、

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

こ
の
事
業
は
成
功
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

多
く
の
方
々
に
利
用

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
２
次
募
集

も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

事
業
が
全
て
終
わ
っ
て
か

ら
の
判
断
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

問

本
市
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企

業
の
集
積
事
業
は
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の

か
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

令
和
４
年
度
ま
で
の

累
計
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企

業
が
新
規
に
50
社
立
地
し
、

会
津
大
学
卒
業
生
な
ど
、

30
名
を
超
え
る
新
規
地
元

雇
用
を
創
出
し
ま
し
た
。

問

本
市
の
人
口
は
、
平

成
27
年
か
ら
令
和
５
年
４

月
１
日
現
在
ま
で
で
、
８

４
５
６
人
減
少
し
ま
し
た

が
、
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、

認
識
を
伺
い
ま
す
。

答

長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
人
口
10
万
人
程
度

を
維
持
す
る
た
め
、
合
計

特
殊
出
生
率
２
・
２
を
目

指
す
、
社
会
動
態
を
プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
に
す
る
、

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

こ
と
の
３
つ
の
目
標
を
作

り
ま
し
た
。
引
き
続
き

様
々
な
施
策
の
強
化
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
の
集
積

事
業
は
、
人
口
減
少
に
対

し
、
一
定
程
度
貢
献
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
Ａ

ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
関
連

企
業
が
６
０
０
人
規
模
で

就
労
で
き
る
オ
フ
ィ
ス
を

目
指
し
、
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
入
居
者
数
は

２
４
０
人
で
す
が
認
識
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

目
標
に
は
達
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
も
し
こ
の
事

業
が
な
け
れ
ば
、
人
口
は

ど
う
な
っ
て
い
た
か
想
像

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
は
成
功
し
た
か

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
集
積
事
業
の
効
果
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
取
組
内
容
は

答 ��

事
業
が
全
て
終
了
し
て
か
ら
判
断
す
る

答 ��

30
名
の
新
規
地
元
雇
用
を
創
出

答 ��

11
月
ま
で
の
寄
附
額
が
大
幅
に
増
加

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢

隆
議
員

夢
ク
ラ
ブ

成
田

芳
雄
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部

認
議
員

※
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

サ
イ
ト
に
登
録
し
て
あ
る
全
国
の

自
治
体
の
返
礼
品
を
検
索
し
、
簡

単
に
ふ
る
さ
と
納
税
が
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一
般
質
問（
個
人
）

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問

市
が
行
っ
て
き
た
空

家
等
対
策
関
連
事
業
の
実

績
と
課
題
を
伺
い
ま
す
。

答

空
家
等
改
修
支
援
事

業
は
、
事
業
開
始
の
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
５
年
10

月
末
ま
で
に
８
件
支
援
し
、

新
設
の
空
家
等
解
体
支
援

事
業
は
、
10
月
末
現
在
で

５
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
登
録
物
件
数
は
平
成

22
年
度
か
ら
令
和
５
年
10

月
末
ま
で
に
、
延
べ
36
件

で
、
成
約
件
数
は
17
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
事
業
の
効
果
検

証
を
行
い
な
が
ら
、
福
島

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

等
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、

積
極
的
に
事
業
の
周
知
を

行
い
ま
す
。

問

空
家
等
対
策
の
推
進

問

帯
状
疱
疹
の
発
症
率

は
、
50
歳
以
上
で
増
加
し
、

回
復
や
治
療
に
も
時
間
が

か
か
る
た
め
、
発
症
自
体

を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
帯
状
疱
疹

に
り
患
し
た
方
の
中
に
は
、

い
ま
だ
痛
み
か
ら
解
放
さ

れ
ず
、
長
く
治
療
を
続
け

る
方
が
多
く
い
ま
す
。
医

療
費
削
減
の
視
点
か
ら
も

帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
費

用
を
助
成
す
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

答

接
種
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
、

帯
状
疱
疹
の
発
症
率
が
高

く
な
る
50
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
予
防
接
種
法
に

基
づ
い
て
行
う
定
期
接
種

と
し
て
の
可
否
を
検
討
し

て
い
ま
す
の
で
、
国
の
動

向
を
踏
ま
え
て
検
証
し
て

い
き
ま
す
。

問

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ

い
て
は
、
接
種
機
会
を
確

保
す
る
た
め
の
経
過
措
置

が
令
和
５
年
度
で
終
了
と

な
り
ま
す
が
、
本
市
独
自

の
助
成
制
度
を
継
続
す
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

答

肺
炎
リ
ス
ク
の
高
い

高
齢
者
に
お
い
て
、
予
防

効
果
が
高
く
、
医
療
費
抑

制
効
果
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
接
種
費
用
助
成
の
継

続
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
地
域
に
よ
る
子
ど
も
と

の
関
わ
り

問

加
齢
性
難
聴
だ
け
で

な
く
、
聴
力
に
障
が
い
の

あ
る
方
が
増
え
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
聞
く

こ
と
と
話
す
こ
と
は
最
も

重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
手
段
で
あ
り
、
特
に

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
家

族
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く

く
な
る
こ
と
が
、
体
調
や

体
力
の
低
下
な
ど
と
も
相

ま
っ
て
、
認
知
症
の
要
因

に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
早
い

時
期
か
ら
適
切
な
補
聴
器

を
装
着
で
き
る
よ
う
、
繰

り
返
し
補
聴
器
の
購
入
補

助
の
導
入
を
求
め
て
い
ま

す
が
、
現
在
ま
で
の
検
討

状
況
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
補
聴
器
購
入
補
助
制

答

度
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

は
、
先
進
事
例
の
調
査
お

よ
び
医
療
機
関
等
と
の
意

見
交
換
を
行
い
、
現
在
、

制
度
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問

補
聴
器
購
入
補
助
の

予
算
化
に
向
け
て
、
具
体

的
に
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

答

先
進
自
治
体
の
補
助

制
度
等
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
お
り
、
現
時
点
で

は
、
実
施
時
期
等
の
お
答

え
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
制

度
設
計
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
具
体
的
に
検
討
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
国
民
健
康
保
険
の
状
況

帯た
い

状じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

ワ
ク
チ
ン
の
費
用
助
成
を

補
聴
器
購
入
補
助
の
検
討
状
況
を
示
せ

法
改
正
に
よ
る
空
家
対
策
へ
の
影
響
は

答 ��

国
の
動
向
を
踏
ま
え
て
検
証
す
る

答 ��

制
度
設
計
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る

答 ��

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
検
討

公
明
党

大
島

智
子
議
員

日
本
共
産
党

原
田

俊
広
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

中
川

廣
文
議
員

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

改
正
に
よ
り
、
自
治
体
が

区
域
や
活
用
方
針
等
を
定

め
、
用
途
変
更
や
建
替
え

等
を
促
進
す
る
、
空
家
等

活
用
促
進
区
域
の
設
定
が

可
能
と
な
り
ま
す
が
、
本

市
の
空
き
家
対
策
へ
の
影

響
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答

こ
の
法
改
正
は
、
空

き
家
等
の
活
用
拡
大
、
解

体
・
撤
去
等
を
さ
ら
に
促

進
す
る
も
の
で
す
が
、
実

施
に
は
、
本
市
空
家
等
対

策
計
画
へ
の
反
映
な
ど
が

必
要
な
た
め
、
今
後
示
さ

れ
る
法
改
正
に
係
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
を
踏
ま
え
、

対
応
を
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
県
立
病
院
跡
地
の
建
設

予
定
施
設
に
つ
い
て



健 康 ・ 福 祉

17

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一
般
質
問（
個
人
）

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ
あいづわかまつ広報議会　 6．2．1

問

子
育
て
へ
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

子
育
て
世
代
の
可
処
分
所

得
が
増
え
る
こ
と
、
ま
た
、

子
ど
も
を
育
て
つ
つ
働
き

た
い
と
い
う
女
性
の
意
欲

が
高
ま
り
、
子
育
て
世
代

の
就
労
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。
保
育
料
の
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
公
平
性

を
欠
く
こ
と
や
財
政
負
担

を
生
じ
る
こ
と
な
ど
の
課

題
が
あ
る
と
し
て
も
、
子

育
て
世
代
の
就
労
支
援
対

策
の
視
点
に
立
っ
て
、
無

償
化
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
ま
す
が
認
識
を
伺
い

ま
す
。

答

０
歳
か
ら
２
歳
児
の

保
育
料
の
無
償
化
は
、
家

庭
で
保
育
す
る
方
と
保
育

施
設
を
利
用
す
る
方
で
、

公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
加

え
、
一
定
の
財
政
負
担
が

生
じ
る
こ
と
や
入
所
希
望

者
が
増
加
し
た
場
合
、
待

機
児
童
が
発
生
す
る
な
ど

の
課
題
が
あ
る
た
め
、
課

題
の
解
決
に
向
け
た
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
保
育
料
の
無
償
化
は
、

保
護
者
が
就
労
を
選
択
す

る
一
つ
の
契
機
と
考
え
ら

れ
る
一
方
で
、
ご
自
身
の

判
断
に
よ
り
育
児
を
優
先

し
、
家
庭
保
育
を
選
択
す

る
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
な
判
断
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

つ
な
が
り
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
令
和
５
年

11
月
末
現
在
の
利
用
実
績

と
、
実
績
に
対
す
る
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答

11
月
末
現
在
で
、
登

録
団
体
数
が
１
４
５
団
体
、

登
録
者
数
が
２
５
３
０
人
、

う
ち
81
歳
以
上
は
８
７
５

人
で
あ
り
、
登
録
者
全
体

に
占
め
る
割
合
は
34
・
６

％
で
す
。
登
録
団
体
数
は

目
標
値
の
１
６
０
団
体
に

達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
登

録
者
数
は
目
標
値
の
２
５

０
０
人
を
上
回
っ
て
お
り
、

参
加
者
は
増
加
し
て
い
ま

す
。

問

つ
な
が
り
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
令
和
６
年

度
の
制
度
見
直
し
に
つ
い

て
、
見
込
ま
れ
る
効
果
を

伺
い
ま
す
。

答

大
き
く
２
点
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。
１
点
目

は
、
ポ
イ
ン
ト
換
算
率
を

一
元
化
す
る
こ
と
で
、
若

年
層
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
高
齢
早
期
か
ら
の
介

護
予
防
活
動
の
促
進
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
２
点
目
は
、

ポ
イ
ン
ト
の
利
用
券
へ
の

交
換
時
期
を
年
２
回
に
拡

大
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
よ
り
早
く
交
換
し
て
利

用
券
が
使
用
で
き
る
た
め
、

活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
事
業
を
検
証
し

な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
が

利
用
し
や
す
く
、
よ
り
高

い
事
業
効
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う
取
組
を
進
め
ま
す
。

問

市
独
自
で
不
妊
治
療

の
助
成
を
す
る
場
合
の
事

業
規
模
の
検
討
状
況
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。

答

現
在
、
制
度
設
計
を

検
討
中
で
あ
り
、
市
の
行

政
評
価
に
は
２
６
０
０
万

円
ほ
ど
の
事
業
規
模
で

「
不
妊
治
療
等
に
お
け
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
」
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

問

少
子
化
、
人
口
減
少

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

む
専
門
的
な
部
署
が
必
要

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答

各
部
局
の
あ
ら
ゆ
る

取
組
の
際
に
、
全
庁
的
に

総
合
計
画
な
ど
の
考
え
を

共
有
し
、
そ
の
視
点
を
持

っ
て
臨
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
現
在
の
仕

組
み
や
体
制
を
充
実
さ
せ

な
が
ら
効
果
的
な
取
組
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問

国
か
ら
公
営
住
宅
の

目
的
外
使
用
許
可
を
得

て
、
入
居
者
の
い
な
い
空

き
部
屋
を
改
修
し
、
若
者

世
帯
な
ど
が
低
い
家
賃
で

入
居
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
は
、
少
子
化
対
策
と

し
て
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
認
識
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。

答

住
宅
に
困
っ
て
い
る

方
の
た
め
と
い
う
公
営
住

宅
本
来
の
目
的
に
反
し
な

い
こ
と
な
ど
、
確
認
す
べ

き
課
題
が
あ
る
た
め
、
先

進
自
治
体
の
事
例
を
調
査

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

つ
な
ポ
ン
事
業
の
来
年
度
の
見
直
し
は

市
独
自
の
不
妊
治
療
助
成
の
検
討
は

保
育
料
の
無
償
化
に
取
り
組
む
べ
き

答 ��

ポ
イ
ン
ト
の
換
算
率
を
一
元
化
す
る

答 ��

市
の
行
政
評
価
へ
位
置
付
け
、
検
討
中

答 ��

慎
重
な
判
断
が
必
要
と
考
え
る

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉

孝
太
郎
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

髙
橋

義
人
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

平
田

久
美
議
員
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一
般
質
問（
個
人
）

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問

高
校
生
を
対
象
と
し

た
会
津
地
方
の
企
業
へ
の

就
職
の
意
向
調
査
を
行
い
、

よ
り
高
校
新
卒
者
等
の
意

向
に
添
う
企
業
の
誘
致
活

動
が
重
要
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
、
若
い
世

代
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
地
元
企
業
に
魅
力
を
感

じ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
企

業
の
誘
致
を
希
望
す
る
か

な
ど
の
調
査
等
が
有
効
と

考
え
ま
す
が
、
認
識
を
伺

い
ま
す
。

答

こ
れ
ま
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
政
だ
よ
り
等

に
お
い
て
誘
致
企
業
の
魅

力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

合
同
企
業
説
明
会
の
実
施

や
、
会
津
産
業
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け

る
高
校
生
と
地
元
企
業
を

つ
な
げ
る
取
組
、
ま
た
、

問

外
出
機
会
の
創
出
を

目
的
と
し
て
、
改
め
て
会

津
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ガ
チ
ャ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
、

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
多

く
の
方
の
外
出
を
促
し
て

み
て
は
ど
う
で
す
か
。

答

感
染
症
の
拡
大
以
降
、

あ
ら
ゆ
る
年
代
の
方
々
の

意
識
や
行
動
に
大
き
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
業
界
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
支
援
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

大
分
県
別
府
市
で
は
、

市
民
か
ら
「
夜
間
に
タ
ク

シ
ー
が
つ
か
ま
ら
な
い
」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た

た
め
、
夜
遅
く
に
市
内
を

巡
回
す
る
無
料
の
「
ナ
イ

ト
バ
ス
」
の
運
行
を
週
末

限
定
で
開
始
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
市
民

や
観
光
客
の
利
便
性
向
上

と
街
の
活
性
化
の
た
め
に
、

運
行
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

答

ナ
イ
ト
バ
ス
の
運
行

は
、
多
く
の
乗
客
を
輸
送

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
で
、
事
業
者
に
お
い

て
、
限
ら
れ
た
人
材
で
新

た
な
バ
ス
を
運
行
す
る
こ

と
か
ら
、
日
中
帯
の
バ
ス

運
行
に
支
障
を
き
た
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
影

響
も
考
え
る
と
、
現
時
点

で
の
本
市
へ
の
導
入
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。

問

本
市
で
実
施
し
て
い

る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
事
業
は
、
多
く
の
実
績

を
収
め
て
き
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
注
力
し
、

さ
ら
な
る
メ
デ
ィ
ア
露
出

を
意
識
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
事
業
の
考
え
方
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
、
１
０
０
件
程
度

の
撮
影
等
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
国
内
を
中
心
に
、

映
画
や
ド
ラ
マ
、
旅
番
組

等
の
放
映
が
実
現
し
、
こ

れ
ら
を
通
じ
て
、
本
市
の

魅
力
を
幅
広
く
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
、
海
外
の
映
像
作

品
の
撮
影
も
増
え
て
き
て

お
り
、
特
に
令
和
５
年
度

に
つ
い
て
は
、
海
外
の
大

型
映
像
作
品
２
本
が
本
市

で
撮
影
さ
れ
、
上
映
に
合

わ
せ
て
本
市
へ
の
注
目
度

が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６

年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
に
加
え
、
海

外
へ
向
け
た
ロ
ケ
地
の
紹

介
や
、
本
市
の
魅
力
発
信

な
ど
、
話
題
作
り
に
も
注

力
し
な
が
ら
、
情
報
発
信

を
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え

で
す
。

改
め
て
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ガ
チ
ャ
の
取
組
を

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
の
考
え
方
は

若
者
の
意
向
を
反
映
し
た
企
業
誘
致
を

答 ��

今
後
の
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

答 ��

情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
て
い
く

答 ��

魅
力
あ
る
企
業
の
情
報
収
集
を
継
続

創
風
あ
い
づ

村
澤

智
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
畑

匠
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海

基
議
員

「
ロ
ボ
コ
ン
in
会
津
」
の

開
催
な
ど
、
若
年
層
と
の

交
流
の
機
会
を
通
じ
て
、

若
い
世
代
が
魅
力
を
感
じ

る
企
業
に
つ
い
て
情
報
収

集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
こ

れ
ら
の
取
組
と
と
も
に
、

福
島
県
に
お
け
る
若
年
層

に
向
け
た
企
業
の
魅
力
発

信
事
業
と
、
よ
り
一
層
の

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

▽
物
価
高
騰
等
対
策
事
業

者
支
援
金
に
つ
い
て
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一
般
質
問（
個
人
）

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ
あいづわかまつ広報議会　 6．2．1

問

本
市
の
農
業
振
興
策

と
し
て
令
和
５
年
度
で
10

年
目
を
迎
え
る
「
あ
い
づ

食
の
陣
」
で
す
が
、
参
加

店
舗
数
の
現
状
と
課
題
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

令
和
５
年
度
の
参
加

店
舗
数
は
、
合
計
で
延
べ

２
６
６
店
舗
と
な
り
、
過

去
５
年
間
で
最
も
多
い
店

舗
数
と
な
る
見
込
み
で
す
。

今
後
、
参
加
店
舗
数
の
維

持
・
拡
大
に
よ
り
、
地
域

一
丸
と
な
っ
て
、
さ
ら
な

る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

本
市
に
は
、
あ
い
づ

食
の
陣
で
旬
の
食
材
と
し

て
い
る
食
材
以
外
に
も
、

誇
れ
る
作
物
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
の
展
望

や
取
組
の
方
向
性
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答

テ
ー
マ
食
材
は
、
地

域
振
興
作
物
の
中
か
ら
、

開
催
期
間
中
に
旬
を
迎
え

る
農
産
物
や
安
定
供
給
で

き
る
食
材
を
選
定
し
て
お

り
、
よ
り
一
層
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

サ
ブ
食
材
と
し
て
、
今
年

度
の
冬
に
は
い
ち
ご
を
、

令
和
６
年
度
の
秋
に
は
み

し
ら
ず
柿
を
追
加
し
、
今

後
も
テ
ー
マ
食
材
以
外
の

本
市
農
産
物
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
で
、
本
事
業
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

問

本
市
の
市
営
住
宅
の

申
込
資
格
の
一
つ
に
市
町

村
民
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
平
成
30

年
に
国
が
通
知
し
た
公
営

住
宅
管
理
標
準
条
例
の
改

正
で
は
、
地
域
に
お
い
て

独
自
に
入
居
者
の
条
件
を

定
め
る
際
の
例
示
と
し
て

記
載
し
て
い
た
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ

と
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
入
居
希
望

者
の
事
情
は
様
々
で
あ
り
、

税
を
滞
納
し
て
い
て
も
配

慮
す
べ
き
場
合
が
考
え
ら

れ
る
た
め
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
税
の

滞
納
が
あ
る
場
合
で
も
福

祉
部
局
と
連
携
し
入
居
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

答

市
営
住
宅
は
、
入
居

者
か
ら
の
家
賃
の
ほ
か
、

国
と
市
の
費
用
負
担
に
よ

り
管
理
運
営
し
て
お
り
、

そ
の
財
源
の
一
部
が
住
民

税
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
滞
納

が
な
い
こ
と
を
入
居
者
資

格
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
の
標
準
条
例
の
改

正
を
受
け
て
税
を
滞
納
し

て
い
て
も
入
居
で
き
る
よ

う
、
対
応
し
た
自
治
体
も

す
で
に
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
先
進
的
な
自

治
体
に
つ
い
て
情
報
収
集

し
、
市
の
対
応
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま

す
。

市
営
住
宅
の
申
込
資
格
の
検
討
を

あ
い
づ
食
の
陣
の
課
題
を
示
せ

答 ��

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る

答 ��

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
が
必
要

立
憲
連
合

丸
山

さ
よ
子
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

長
谷
川

純
一
議
員

問

会
津
総
合
運
動
公
園

多
目
的
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ

ビ
ー
場
の
整
備
経
過
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。

答

当
該
施
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
元
年
度
か
ら
天

然
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

を
行
い
、
平
成
10
年
度
に

ク
レ
イ
コ
ー
ト
に
改
修
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
人

工
芝
化
の
要
望
も
あ
っ
た

た
め
、
平
成
30
年
度
に
人

工
芝
化
の
改
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

問

人
工
芝
化
の
事
業
費

の
財
源
を
伺
い
ま
す
。

答

事
業
費
は
約
２
億
１

８
０
０
万
円
で
あ
り
、
そ

の
財
源
は
国
の
交
付
金
が

約
１
億
９
０
０
万
円
、
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
助
成

金
が
４
５
０
０
万
円
、
市

債
等
が
約
６
４
０
０
万
円

で
す
。

問

福
島
県
サ
ッ
カ
ー
協

会
な
ど
か
ら
、
夜
間
照
明

設
置
の
要
望
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
夜
間

照
明
整
備
の
可
能
性
を
伺

い
ま
す
。

答

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
等

か
ら
夜
間
照
明
設
置
の
要

望
が
あ
り
、
そ
の
財
源
と

し
て
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

か
ら
の
助
成
金
の
活
用
も

見
込
め
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
市
全
体
の
事

業
の
優
先
順
位
等
を
踏
ま

え
、
設
置
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
ま
ち
の
拠
点
整
備
等
基

金
利
活
用
に
つ
い
て

サ
ッ
カ
ー
場
に
夜
間
照
明
の
設
置
を

答 ��

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

市
民
ク
ラ
ブ

石
田

典
男
議
員



20

２
日
●
建
設
委
員
会
協
議
会

４
日
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
●
総
務
委
員
会
協
議
会

６
日
●
９
月
定
例
会
議
最
終
日

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
●
議
会
評
価
特
別
委
員
会

13
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

16
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

19
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

20
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
総
務
委
員
会
協
議
会

23
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

30
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

６
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

７
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

10
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

13
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
市
民
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　（
15
地
区
）
～
19
日
ま
で

　
　
　
☝
２
、
３
ペ
ー
ジ
に
特
集
記
事
あ
り

14
日
●
議
会
評
価
特
別
委
員
会

20
日
●
分
野
別
意
見
交
換
会

　
　
　
☝
24
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

21
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

22
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

24
日
●
広
報
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　
☝
22
、23
、24
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り

27
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

28
日
●
予
算
決
算
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

　
　
●
建
設
委
員
会
協
議
会

30
日
●
議
会
運
営
委
員
会

７
日
●
12
月
定
例
会
議
開
会
日

　
　
　
（
日
程
は
４
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

13
日
●
議
会
運
営
委
員
会

14
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

18
日
●
総
務
委
員
会
協
議
会

20
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

21
日
●
市
議
会
防
災
訓
練

22
日
●
12
月
定
例
会
議
最
終
日

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

25
日
●
議
会
評
価
特
別
委
員
会

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き
（
令
和
５
年
10
月
～
12
月
）

12
月

用
語
解
説

各
派
代
表
者
会
議

各
派
代
表
者
会
議
は
、

議
長
、
副
議
長
、
所
属
議

員
が
３
名
以
上
の
会
派
の

代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
（
会
津
若
松

市
議
会
で
は
、
２
名
以
下

の
会
派
の
議
員
も
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
会
議

に
参
加
で
き
ま
す
）。

各
派
代
表
者
会
議
で
は
、

議
員
の
身
分
、
政
治
倫
理
、

研
修
に
関
す
る
こ
と
や
、

市
政
上
重
要
な
案
件
の
報

告
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。

主
な
協
議
事
項
と
し
て

は
、「
今
後
の
議
会
改
革

に
つ
い
て
」（
議
員
改
選

後
の
こ
れ
か
ら
の
議
会
改

革
の
具
体
的
検
討
事
項
の

確
認
）、「
議
会
活
動
の
更

な
る
充
実
に
向
け
た
議
会

評
価
の
取
組
に
つ
い
て
」

（
令
和
５
年
10
月
に
議
会

評
価
特
別
委
員
会
を
設

置
）、「
市
議
会
災
害
時
業

務
継
続
計
画
（
議
会
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
に
基
づ
く
取
組
」
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

ま
す
。

各
派
代
表
者
会
議
構
成
員

議　
　
長

清
川

雅
史

副
議
長

横
山　
　
淳

市
民
ク
ラ
ブ
戸
川

稔
朗

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

長
郷
潤
一
郎

公
明
党

大
山

享
子

創
風
あ
い
づ
吉
田

恵
三

立
憲
連
合

松
崎　
　
新

各派代表者会議の様子
（令和６年１月17日）

ふ
く
し
ま
駅
伝
の
応
援

新庁舎整備建設工事の工事現場見学会
に参加し、説明を受けました。
（令和７年５月供用開始予定）

新
庁
舎
建
設
工
事
視
察

10
月

11
月

令和５年11月19日に開催された第35回
ふくしま駅伝では、議員も応援しました。

特

集

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

討

論

賛

否
一
覧

一
般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ



あいづわかまつ広報議会　 6．2．121
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●�　点字版広報議会、声の広報議会も発行
しています。ご希望の方は議会事務局ま
でお知らせください。

●　声の広報議会は、市議会ホ
ームページでも聞くことがで
きます。

点字広報議会
声の広報議会

●�　「市役所情報スタジアム」で市議会の
情報を発信しています。

エフエム会津

FM 76.2MHz

日 月 火 水 木 金 土
２/18 19 20 21

開会日
（提案理由
説明）

22 23
天皇誕生日

24

25 26
本会議
（一般質問）

27
本会議
（一般質問）

28
本会議
（一般質問）

29
本会議
(総括質疑)

３/ １
本会議
(総括質疑)
予算決算委
員会

２

３ ４
総務委員会
産業経済委
員会
予算決算委
員会（第１
・第３分科
会）

５
文教厚生委
員会
建設委員会
予算決算委
員会（第２
・第４分科
会）

６
総務委員会
産業経済委
員会
予算決算委
員会（第１
・第３分科
会）

７
文教厚生委
員会
建設委員会
予算決算委
員会（第２
・第４分科
会）

　　　８
総務委員会
産業経済委
員会
予算決算委
員会（第１
・第３分科
会）

９

10 11
文教厚生委
員会
建設委員会
予算決算委
員会（第２
・第４分科
会）

12 13 14
予算決算委
員会

15 16

17 18
最終日
(委員会審
査報告～表
決)

19 20 21 22 23

※　本会議は午前10時から、委員会は午前９時30分から
　開催されます。
　　なお、日程は変更になる場合があります。
　　最新の情報はホームページなどでご確認ください。

令和６年２月定例会議の日程

令和５年１月から12月までの本会議および委員会等の開催状況
区　　分 会議期間 会議

日数 会議時間 一般質
問者数

質疑
者数

傍聴
者数

２月定例会議 2/22～3/20 27日間 7日 25時間10分 18人 7人 63人
６月定例会議 6/1～6/16 16日間 6日 17時間13分 14人 7人 45人
９月定例会議 9/14～10/6 23日間 6日 22時間08分 17人 6人 38人
12月定例会議 12/7～12/22 16日間 6日 24時間38分 21人 2人 44人

計 82日間 25日 89時間09分 70人 22人 190人
１月臨時会議 1/17 1日間 1日 0時間46分 − 3人 0人
４月臨時会議 4/17～4/19 3日間 2日 1時間32分 − 3人 0人
８月招集会議 8/24～8/25 2日間 2日 1時間38分 − − 1人

計 6日間 5日 3時間56分 − 6人 1人
合　計 88日間 30日 93時間05分 70人 28人 191人

区　　分 会議
日数 会議時間

総務委員会 11日 7時間02分
文教厚生委員会 10日 8時間29分
産業経済委員会 9日 2時間48分
建設委員会 12日 9時間38分
予算決算委員会 13日 10時間47分

第１分科会 23日 59時間11分
第２分科会 23日 60時間44分
第３分科会 24日 55時間20分
第４分科会 22日 47時間51分
理事会 6日 0時間16分

区　　分 会議
日数 会議時間

議会運営委員会 37日 10時間24分
議員全員協議会 3日 3時間21分
各派代表者会議 23日 8時間45分
広報広聴委員会 22日 29時間14分
議会制度検討特別委員会 5日 11時間30分
議会評価特別委員会 3日 2時間42分

区　　分 会議
日数 会議時間

総務委員会協議会 11日 13時間55分
文教厚生委員会協議会 11日 13時間55分
産業経済委員会協議会 6日 4時間23分
建設委員会協議会 5日 2時間55分
正副議長と正副委員長との調整会議 4日 2時間00分
スーパーシティ構想に関する調査会 3日 5時間46分
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22

令和６年２月号から

一般質問の目次の

レイアウトを新しくしました！

　令和５年10月24日から令和５年11
月10日まで、広報議会モニター48名
に対し、「広報議会」をより読みやす
く、分かりやすい広報紙とするため、
紙面に関するアンケートを実施（回答
率85％）しました。
アンケートの集計結果について、一

部抜粋してお知らせします。アンケー
ト結果の詳細は市議会ホームページを
ご覧ください。

【対象号】
令和５年５月号・９月号

広報議会モニター アンケートの集計結果

興味のあった記事や印象に
残った記事は何ですか

子ども
22人（54%）

若者
5人（12%）

四季の景観
7人（17%）

予算・決算
1人（3%）

家族
1人（2%）

地域の魅力
4人（10%）

調査活動
1人（2%）

どんな表紙がふさわしいですか

【主な意見】
・�とても心が和むし、見ていて温かい
気持ちになる。（子ども）
・�生き生きしている写真を見ると元気
が出る。（子ども）

レイアウトを新しくしました！

◎アンケートを実施しました

【回答】上位４つを掲載
①　一般質問 19人（32％）
②　議案等の審査 11人（19％）
③　賛否一覧、討論 8人（13％）
④　議会からの政策提案 6人（10％）

【主な意見】
・�市の考えや方針、課題などが分か
る。（一般質問）
・�実際に行われている事業や新しい
仕組みが分かる。（議案等の審査）
・�議案についての議員の考えが分か
る。（賛否一覧、討論）

※�試行的に今月号の一般質問の
目次（P11）については、横
書きにしました。
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あいづわかまつ広報議会　 6．2．123

【主な意見】
・�総合的な探究の授業で地域課題解決の方法を考えて発表する機会がある。高校生にも政
策提言の機会がほしい。市政を知る機会や地域とのつながりがほしい。中学校までは、
地域の老人ホームや幼稚園を訪問することで、地域とのつながりが感じられたが、高校
では、ほとんどない。
・各議員が市民の課題に取り組む姿を紹介してほしい。
・聞きなれない文言もあるため、紙面では、専門的な用語の使用を避けてほしい。
・市議会の取組や各議員の考えの視点などが見えて、議会への興味がわいた。
・さまざまな市政に若者などを中心とした市民の参加する機会が増えれば良いと思った。

0 10 20 30

どちらも変わらない

B

A

（人）

広報議会モニター アンケートの集計結果
掲載してほしい記事や不要と感じる記事はありますか

一般質問の掲載は、どちらが見やすいですか

【主な意見】
・�視点を行き来させる必
要がなく、格段に読み
やすい。
・�６段組みに比べて、３
段組みのAの方が全体
的に大きく見える。

「あいづわかまつ広報議会」や会津若松市議会に
対して気づいたことはありますか

【主な回答】掲載してほしい記事
①　議員紹介 5人（14％）
②　議案・政策 4人（11％）

【主な回答】不要と感じる記事
①　議会の動き 3人（7％）

【主な意見】
・議員がどのような人物か知る機会が少ないので、議会への関心が持ちづらい。
　（議員紹介）
・様々な活動をしている議員のトピックなどがあると、より身近に感じられると思う。
　（議員紹介）
・細かくて、見ても分からないと思う。（議会の動き）

※以下の２つの広報議会を比較しています。
　Ａ：（５月１日号）　３段組での掲載
　Ｂ：（９月１日号）　６段組での掲載
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

効率的な除雪、排雪を目指して
～会津道路メンテナンス協同組合と意見交換～

令和５年11月20日（月）に、建設委員会の委員からなる予算決算委員会第４分科会が、市内の
除雪、排雪を行っている会津道路メンテナンス協同組合のみなさんと除雪、排雪について意見交
換会を開催しました。

意見交換のテーマ
◎　扇町・松長地区における面的除雪

※

の実施状況と課題
◎　除雪実施体制の今後のあり方について

いただいた主な意見
○　面的除雪により、除雪、排雪の効率化が図られている。
○　面的除雪を進めていくための体制づくりに課題がある。
○　町内会等との事前打合せの方法に改善の余地がある。

　いただいたご意見は、今後の議会での予算・決算審査等で
活用して、よりよい除雪、排雪のために生かしていきます。

あいづわかまつ広
報
議
会

2024.2.1
発

行
N

o
.216

発
行：会

津
若
松
市
議
会
　
編
集：広

報
広
聴
委
員
会

■
〒

965−
8601 福

島
県

会
津

若
松

市
東

栄
町

3番
46号

 
■

TEL： 0242（
39）1323　

FAX ：0242（
39）1470　

■
Eメ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 gikai@
tw

.city.aizuw
akam

atsu.fukushim
a.jp

24

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

原
田

俊
広

副
委
員
長

松
崎　
　
新

委　
　
員

平
田

久
美

　
　
　
　
　
笹
内

直
幸

　
　
　
　
　
中
川

廣
文

　
　
　
　
　
柾
屋
奈
津
子

　
　
　
　
　
大
島

智
子

　
　
　
　
　
村
澤　
　
智

第
28
回
市
民
と
の
意
見

交
換
会
が
終
了
し
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
の

意
見
要
望
に
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
と
の
思
い
が
強
く

な
り
ま
す
。
参
加
者
の
発

言
か
ら
は
、
地
区
ご
と
の

歴
史
、
文
化
、
住
ん
で
い

る
方
々
の
属
性
に
よ
り
、

考
え
方
や
思
い
は
多
様
で

す
が
、
そ
こ
に
住
む
方
々

が
住
み
よ
い
ま
ち
を
望
み
、

そ
の
解
決
を
願
っ
て
い
る

こ
と
は
同
じ
で
す
。
肝
に

銘
じ
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。

松
崎　
　
新

編
集
後
記

編
集
後
記

よりよい議会広報活動のために
～広報議会モニターと意見交換～

令和５年11月24日（金）に広報議会モニターの皆様と広報広聴委員会委員との意見交換会を行
いました。広報議会モニターの皆様には、広報紙に対する意見やモニターを通して市議会に対す
る見方、考え方などについて、様々なご意見をいただきました。

モニターからの声（一部抜粋）
○�　表紙の写真で広報紙を見てみようかなと思うので、
まずは読者の目を引くことが大事。
○�　議員と市民がふれあう機会が少ない。市民は近くで
議員と接することを望んでいる。
○�　高校生は地域とのつながりが希薄なので、つながり
が強くなれば子どもたちも地域の政治に関心を持つと
思う。
○�　選挙の公約でも、年金や社会保障などが目立ち、高校生に関わるものがないので、高校生の
政治への興味につながっていない。
○　議会としての活動は理解するが、もっと個々の議員活動を知らせることがあっても良い。

※�　いただいたご意見は、より読みやすく、分かりやすい広報議会の紙面づくり、議会広報活動
の参考とさせていただきます。

参加されたモニター５名の皆さん
から様々なご意見を伺いました。

※　面的除雪とは
１つの路線（道路）の除雪を１つ
の業者に割り当てるのではなく、
複数の路線からなる区域に複数の
業者を割り当てることで、協力し
ながら除雪を行う方法のこと。

初めての
開催です

分野別
意見交換会




